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中国軍事動向月報：2026 年 3 月 

 

２０２６．4．３ 

国家基本問題研究所 研究員 中川真紀 

 

１ 全 般 

  3 月 5～8日、第 14期全国人民代表大会第 4回会議（以下、全人代）が開催、第 15 次 5 カ年計画綱

要・予算・法律等を批准し、7日には解放軍・武警部隊代表団全体会議が開催された。同会議に出席し

た習近平中央軍委主席は、重要講話の中で「軍に党に二心を抱く者は存在してはならない」と訓示し、

党への忠誠を強く求めた。 

  台湾周辺では、艦艇・公務船の隻数は例年並みであったが、軍用機は低調な活動が継続した。全人代

間の事故防止、軍高官失脚に伴う学習会の強化等により特に活動が低調だったと思われるが、艦艇・公

務船の動向に大きな変化がないため、台湾周辺での軍用機の運用形態の変更を検討している可能性も

あり、訓練が活発になる清明節（2026 年は 4月 5 日）以降の動向に注目する。 

  日本周辺では、尖閣諸島近海の日本のＥＥＺ内で、中国海洋調査船「向陽紅 22」が活動しているこ

とが確認された。AIS では向陽紅 22 と共に海警 2202 が確認され、海警船の護衛の下に作業を実施し

ていると見られる。全人代で批准された第 15 次五カ年計画では、「党・政府・軍・警察・民間が協力

した海空国境防衛強化」を明示しており、尖閣諸島周辺海域でも、軍・海警に加え、民兵・海洋調査機

関・企業等が一体となった活動を活発化させる可能性がある。 

  南シナ海では、スビ礁での中国とフィリピン（以下、比）艦艇の対峙が確認された。比艦艇に対応し

た中国艦艇は南シナ海担当の南部戦区海軍ではなく、東部戦区海軍の所属であった。また、中国海警も

2025 年 8 月以降、東海海区の海警船が南シナ海で活動し、本年２月以降は東海海区直属第 1支隊・第

2 支隊から 1 隻づつ南シナ海で継続的に活動していることが AIS から確認できる。軍・海警共に南シ

ナ海への艦船を増強し、警戒監視を強化している。 

  一方、南シナ海での領有権を争うベトナム（以下、越）とは中越外交・国防・公安「3+3」戦略対話

メカニズムの閣僚級初会合を実施し、両国の関係強化が確認された。越は 2022 年から南沙諸島の実効

支配礁において、大規模な埋め立て工事を継続している。一方、中国もベトナムと領有権問題が存在す

る西沙諸島のアンテロープ礁で 2025 年 12 月から大規模な埋め立て工事を開始した。南シナ海で中国

が比に対して軍・海警による威嚇を強化する一方、越に対しては埋め立て工事の妨害等は報道されてい

ない。今次会合においても、外交・防衛レベルにおいて、南シナ海における双方の利害を調整したと思

われ、中国は ASEAN 内での比の孤立化を画策していくであろう。 
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２ 各軍等 

（１） 全 般 

   〇 第 14期全国人民代表大会第 4 回会議 

    3 月 5～8日、第 14 期全国人民代表大会第 4 回会議（以下、全人代）が開催、第 15 次 5 カ年計

画綱要・予算・法律等を批准。7日には解放軍・武警部隊代表団全体会議が開催された。 
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 〇 「軍隊被服工作暫定規定」公布１ 

3 月 15 日、先頃「軍隊被服工作暫定規定」が公布され、3 月 1 日から施行されていることが公

表された。 

    「規定」は 12 章 79 条からなり、主に被服の需給計画・調達・支給・管理・回収・見積・開発

研究・品質監督検査等について規定している。戦争準備を重視し、戦時・訓練における被服要求に

対応すべく、軍事行動時の被服補給の項目を追加し、戦時の被服業務を細分化し、緊急時・戦時の

実施事項を規定している。 

 

〇 春季新兵の部隊輸送２ 

    3 月 30 日、2026 年春季に入隊した新兵の部隊への輸送が 3 月 16日から開始され、無事終了し

たことが報道された。報道によれば、本年の特徴は以下の通り。 

・ 新兵の 9割以上が高速鉄道により輸送 

・ 8 割以上が 24 時間以内に部隊到着 

・ 鉄道の高速化・乗り換えなしの直通増加等、平均輸送時間は 10 年前に比し 70％短縮 

・ 全国 400 以上の駅が参加、100 以上の鉄道拠点では、医療・物資輸送・慰問支援等を実施 

 

【コメント】 

 中国軍は近年、鉄道を使用した長距離移動訓練を活発化させ、台湾有事の際の予備・後続戦力を集中さ

せる訓練を行っている。新兵輸送も、全国規模での部隊輸送訓練を兼ねて、部隊・地方の人民武装部・公

共交通機関等との協力を演練する場として活用している。 

報道された輸送状況から、人員のみならば、全国規模で 24 時間内に必要な場所に部隊単位で輸送でき

る体制をほぼ構築していると言える。 
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（２）陸軍 
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（３）海軍 

  〇 黄海での豪海軍ヘリへの対応 

    3 月 6 日、豪政府は豪国防部 HPにて以下の通り公表３。 

「3月 4 日、豪海軍の護衛艦トゥーンバ（HMAS Toowoomba）は、国連安全保障理事会による

北朝鮮に対する制裁措置の履行に向けた『アルゴス作戦』の一環として、黄海の公海上で定例の

活動を行っていたところ、トゥーンバから発進した MH-60R ヘリコプターが、中国海軍ヘリコ

プターの対応を受けた。 

中国海軍ヘリコプターは、豪ヘリコプターの高度に合わせ、危険な距離まで接近し、やや前方

に出て速度を上げた後に豪ヘリに向かって旋回したため、安全飛行を維持するために回避行動を

とらざるを得なかった。これは、我が国の航空機と乗組員に危険を及ぼす、安全でない、アンプ

ロフェッショナルな行動だ。」 

これに対し、中国国防部報道官は 3 月 6日、以下の通り反論４。 

「豪の発言は事実を完全に歪曲し、白黒を逆転させており、強烈に不満であり断固として反対。

最近、豪フリゲート『トゥーンバ』は、いわゆる国連安保理決議の履行を口実に、艦載ヘリを 

繰り返し飛行させ、黄海と東シナ海において中国に対して近接偵察と継続的な挑発行為を行い、 

中国の国家安全保障を脅かした。 

豪の侵害・妨害行為に対し、中国軍は迅速かつ断固とした措置を講じた。これらの行動は合理

的、かつプロフェッショナルなものであり、国際法と国際慣行に完全に合致する。」 

 

〇 レンハイ級ミサイル駆逐艦 2隻の就役 

  3 月 8 日、CCTV「新闻联播」でレンハイ級ミサイル駆逐艦 2隻が就役していることが報道５。 

  3 月 22 日には、艦番号 109「東莞」と 110「安慶」の就役後初の東部戦区における編隊訓練が

報道され、新型レーダーの性能の高さや艦載無人ヘリを使用した対潜戦の状況等が紹介された 6。 

 

【コメント】 

レンハイ級としては 9・10 隻目。北部戦区・南部戦区海軍にはそれぞれ 4 隻が既に配備されており、

今回の 2隻は東部戦区海軍に配備。 

レンハイ級は空母編隊の旗艦となるが、東部戦区には空母は未配備。現在海上試験中の電磁カタパルト

搭載強襲揚陸艦を東部戦区に配備し、無人機空母編隊として運用する際の旗艦となる可能性がある。 
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（４）無人装備 
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３ 対台湾動向 

（１） 台湾周辺での軍の活動状況 

〇 中華民国国防部発表による台湾周辺における中国海空軍の動向 

 

（資料源：中華民国国防部 HP を基に作成） 

3 月は中国軍機延べ 173ソーティー（内、中間線超えが延べ 121）、中国艦艇延べ 224 隻、公務船

延べ 28 隻が確認。1 日における軍用機最大確認数は 36 ソーティー、最大中間線超え 24 ソーティ

ー、海空統合戦備警戒パトロールは 2回であった。 

 

【コメント】 

 艦艇・公務船の隻数は例年並みであったが、軍用機は下表に示す通り、低調な活動が継続した。 

統合戦備パトロールも 2 回であり、早期警戒機、戦闘機及び無人機が実施し、H-6K 爆撃機の参加 

は認められなかった。 

全人代間の事故防止、軍高官失脚に伴う学習会の強化等により特に活動が低調だったと思われる

が、艦艇・公務船の動向に大きな変化がないため、台湾周辺での軍用機の運用形態の変更を検討して

いる可能性もあり、訓練が活発になる清明節（2026 年は 4 月 5 日）以降の動向に注目する。 
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（２） 金門周辺海域での動向 

    台湾海巡署によると 3 月 16 日 7、17 日 8、20 日９、23 日 10に各 1 回、計 4 回、中国海警が金門

周辺台湾制限水域への入域し、約 2 時間航行し出域した。 

一方、中国海警東海分局報道官は 3 月 23 日に「3 月 23 日、福建海警は金門付近海域において法

に基づく定例法執行パトロールを実施」と公表した 11。 

 

（３）東沙周辺海域での動向 12 

   台湾海巡署によると 3 月 18 日 9 時台、海警 3102 が東沙制限水域内に進入、19 日 10 時台に出域

した。 

    

【コメント】 

  金門・東沙周辺ではほぼ定例化されている制限水域への進入が継続され、大きな変化はなかった。 

  8 日に全人代が終了し、北京に集合していた主要幹部が部隊に戻り、習中央軍委主席の重要講話学

習会が一段落着いた 3 月後半から活動を再開し、1 か月の進入ノルマを達成したと見られる。 
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4 対日動向 

（１） 尖閣諸島周辺での活動状況 

〇 海上保安庁発表等による尖閣周辺における中国海警船の動向  

 

（資料源：海上保安庁 HP、八重山日報を基に筆者が作成） 

 

3 月も砲搭載船 4隻による活動を実施した。定期侵入は 1回であった。 

16～17 日、日本漁船への対応で 2隻が領海侵入を行った。 

3 月 17 日、中国海警局は「3月 16 日、日本漁船『朝丸』が中国釣魚島（原文ママ）領海に侵入、中国

海警は法に基づき必要な措置を講じ、退去するよう警告した」と公表 13。 

第十一管区海上保安本部によると 30日午後１時半ごろ、尖閣諸島・魚釣島の西北西約 69kmの日本の

排他的経済水域（ＥＥＺ）で、中国海洋調査船「向陽紅 22」が、パイプやワイヤーのようなものを海中

に延ばしているのを巡視船が確認した 14。 

 

【コメント】 

2 月から海警局 HP で、定期侵入時に尖閣周辺での海警船の活動写真が掲載されるようになったが、3

月も写真は掲載された。更に 3 月 17 日からは中国語の下に英語による併記も開始された。海警局 HP で

南シナ海や金門島周辺海域での活動に関する公表の中国語と英語併記が 2025 年 12 月以降確認されてい

たが、尖閣関連では初めてである。領土に関しても国際社会に対して、認知戦を強化している可能性があ

る。 

向陽紅 22 の航跡等については次頁の通り。海警 2202 に護衛され、30 日から 4月 1 日現在まで作業を

継続している。海上保安庁によれば、2025 年も日本近海で活動していが、今回は尖閣諸島の近海での活

動が確認された。全人代で批准された第 15 次五カ年計画では、「党・政府・軍・警察・民間が協力した

海空国境防衛強化」を明示しており、尖閣諸島周辺海域でも、軍・海警に加え、民兵・海洋調査機関・企

業等が一体となった活動を活発化させる可能性がある。 
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（資料源：Marine Traffic） 

 

（出典：海上保安庁 20251006） 
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（２）日本周辺での軍の活動状況 

〇 防衛省統合幕僚監部発表による日本周辺における中国海軍の動向 

   

 

（資料源：防衛省統合幕僚監部 HP を基に筆者が作成） 

 

  延べ 9 隻の活動が確認された。 

  何れも北部戦区海軍であり、対馬海峡を通過し、日本海に向けて航行した。 

  3 月 27 日以降、ロシア軍艦艇・軍用機の日本海での活動も確認されており、中露共同海上演習・共

同パトロール、それに引き続き単独での遠海訓練を実施する可能性がある。 
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〇 防衛省統合幕僚監部発表による日本周辺における中国軍機の動向 

 

（資料源：防衛省統合幕僚監部 HP を基に筆者が作成） 

  延べ１機の活動が確認された。 

  防衛省によれば、当該機は、対領空侵犯措置においてこれまで確認されていた哨戒機（Ｙ－９）と

は異なる機体であり、航空自衛隊としてこの機体を確認したのは今回が初めて 15。 

  2025 年 9 月の軍事パレードで初公開された新型対潜哨戒機 Y-9FQ（高新-15）と見られ、航跡から

東シナ海で対潜哨戒訓練又は海自等の潜水艦への実哨戒を行っていた可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



18 

 

（３）対日認知戦（解放軍報、国防部の発表からの抜粋のみ） 

 〇 国防部定例記者会見（3 月 11 日）16 

  ♢ 日本の長距離ミサイル地上配備開始について 

    日本の領土をはるかに超える射程を持つ長距離攻撃兵器の配備は、「専守防衛」「受動的防衛」

「自衛」といった建前を完全に崩壊させるもので、日本の「新型軍国主義」が単なる危険な兆候

ではなく、むき出しの現実の脅威であり、地域の平和と安全を深刻に破壊するものであると十分

に証明している。 

 

  〇 国防部定例記者会見（3月 18日）17 

   ♢ 中国国防費に関する日本内閣官房長官のコメントについて 

     日本の政治家が中国の国防費を中国脅威論と結びつけるのは、軍拡の口実である。中国の国

防費が GDP1.5％以下なのに対し、日本は 2％、国民一人当たりの防衛費は中国の 3倍以上であ

る。 

 

〇 日本が NATO の防衛プロジェクトに加入を申請 18 解放軍報 20260319 

   日本政府がNATO のスタートアップ育成枠組み「DIANA」への加入を申請したが、その意図は

装備基準等の共有によりアジア太平洋地域における NATO の存在感を高め、NATO の戦力を組

み込んだ地域の主要大国に対する多次元封じ込めシステムを構築しようとするものだ。 

 

 〇 日本の防衛圏外への打撃能力構築加速は、戦略的野心の暴露 19 陸軍工程大学 華丹・張麗 

   解放軍報 20260324 

   12 式対艦ミサイル改良型の建軍駐屯地への配備等、日本の近年の防衛圏外への打撃能力構築加

速は、専守防衛や自衛という偽装を脱ぎ去り、戦略的野心を暴露するものだ。 

 

 〇 日本の再軍備化の野心は絶えず膨張 20 国防大学 楊久成 解放軍報 20260326 

     12式対艦ミサイル改良型の建軍駐屯地への配備等長距離ミサイルの配備は日本の「新型軍国主

義」が地域の平和と安全への重大な脅威であると証明している。 

 

 〇 日米が秘密共有拡大とミサイル共同生産を計画 21 解放軍報 20260326 

   日米首脳会談で秘密共有拡大とミサイル共同生産推進について話し合われたが、日米同盟の強

化はアジア太平洋地域の既存の安保情勢に対する実質的な挑戦である。 

 

〇 国防部定例記者会見（3月 26日）2222 

  ♢ 日本首相の、中国・北朝鮮の戦力増強等の発言について 

誰もが認識しているであろう紛れもない事実、それは、日本が全ての近隣諸国を侵略したとい

うこと。かつてアジアと世界の人々に重大な災難をもたらした国、自らの侵略の歴史の罪を真摯

に反省することない国が、いわゆる「外部の脅威」を喧伝し続けている。完全に捏造であり、裏

の意図を持っている。 
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♢ 自衛官の駐日大使館侵入について 

    この事件は極めて悪質であり、日本国内で極右思想が蔓延し、既に自衛隊にも深く浸透し影響

を与えているという厳しい現実を反映している。 

 

♢ 海上自衛隊の改編について 

    日本の軍事的野心は絶えず膨張し、自衛隊の規模を拡大し続けており、先制攻撃を追求するほ

どまでになっている。このような動きは専守防衛をはるかに超え、地域の平和と安定への脅威

だ。 

 

〇 日本軍需産業の拡張が加速、歴史の悪循環へ 23 解放軍報 20260330 

   日本の軍事産業の急速な拡大は、第二次世界大戦前夜の日本の全兵力を尽くしてむやみに戦争

を引き起こすという危険な姿を彷彿とさせる。 

 

〇 過ちを繰り返せば、必ず泥沼へ 24 解放軍報 20260330 

   莫大な投資が人々の生活向上ではなく攻撃兵器に注ぎ込まれ、軍拡競争によって地域の平和が

打ち砕かれるならば、日本の「再軍備」は、いわゆる「安全」をもたらすどころか、誤った道へと

逆戻りし、最終的には逃れられない泥沼に陥ることになるだろう。 

 

〇 日米軍需産業協力の表裏 25 解放軍報 20260330 

   日米協力の裏側を見れば、FMS のメカニズムには、主従関係、技術支配、利益不均衡が明らか

に存在する不平等なものだ。日本は戦力強化しているように見えるが、実際には装備の主導性と戦

略の独立性を徐々に失い、米国のインド太平洋戦略の「属国」になりつつある。 

 

【コメント】 

 3月前半は全人代関連の記事が主に報道され、日本に関する言及は少なかったが、後半になりノルマ

を果たすかの如く、報道が増加し、解放軍報と国防部発表の記事件数は 12件であった。1月：19 件、

2 月：9 件（春節で減少）であり、対日認知戦を継続している。中でも「新型軍国主義」というキーワ

ードを定着させようと、これを多用した。 

 また、12 式対艦ミサイル改良型等の長距離火力の配備に強く反発しており、台湾侵攻時の障害とな

ると認識し、これらを阻止すべく世論形成に注力している。 
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５ 南シナ海動向 

○ スカボロー礁 

 ♢ 3 月 18 日、南部戦区報道官は、「比の C-208 輸送機 2 機が中国政府の許可なくスカボロー礁の

領空を侵犯した。南部戦区は海空兵力により、法に基づき、警告駆逐した。」と公表 26。 

 

 ♢ 3月 25日、中国海警局報道官は「先頃、中国海警がスカボロー礁付近の管轄海域内で、法に基

づき事前に航行安全通告を行い、定例の法執行訓練を実施した。この間、比は多数の船舶をかき

集めて漁業名目で中国の演習区域に進入させ、トラブルを起こし、煽り、国際社会の関心を集め

ようとした」と公表 27。 

   

♢ 3 月 29 日、南部戦区は、「3 月 29 日、南部戦区は海空兵力によりスカボロー礁領海領空及び周

辺海空域で戦備警戒パトロールを実施した。」と公表 28。 

   

♢ 3 月 29 日、海警局は、「3 月 29 日、中国海警はスカボロー礁領海及び周辺区域で法執行パトロ

ールを実施した。」と公表 29 

 

〇 ミスチーフ礁 30 

   3月 20 日、南部戦区報道官は、「3 月 20 日、比の C-208 輸送機 2 機が中国政府の許可なくミスチ

ーフ礁の領空を侵犯した。南部戦区は海空兵力により、法に基づき、追跡監視し、警告駆逐した。」

と公表。 

 

〇 サビナ礁：比艦艇への火器管制レーダーの照射 

     比海軍の海軍防衛司令部は 3 月 19 日夜、「3 月 7 日、南シナ海の比 EEZ 内であるサビナ礁付近

で、中国艦艇 622 が、比フリゲート BRP ミゲル・マルバルに対し火器管制レーダーを照射した。」

と公表。 

また、比海軍報道官が 20 日「ミゲル・マルバルはサ直ちに中国艦艇に無線で中止するよう警告、

中国艦艇は照射を止めた」と述べた。当時、ミゲル・マルバルはサビナ礁付近で海上主権パトロール

中であった 31。 

  これに対し、3 月 26 日、中国国防部報道官は定例記者会見で「泥棒が泥棒を捕まえろ、と叫ぶの

は比の常套手段だ。今回も根拠のない非難を展開して中国を中傷し、世論を間違った方向に誘導しよ

うとしているが、無駄な努力である」とコメントした 32。 
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〇 スビ礁 33 

3 月 28 日、南部戦区報道官は、「中国艦艇 532 がスビ礁付近の管轄海域で定例パトロール中に比

艦艇を発見し、警告を発した。比艦艇 507 は度重なる警告を無視し、中国艦艇 532 の左舷側で右舷

に針路を変更し続け、意図的に右旋回して危険な接近を行い、通常のパトロールを妨害した。」と公

表。 

 

 

【コメント】 

 3月は中国が実効支配するスカボロー・ミスチーフ・スビ礁で中比両軍のアセットの対峙が確認された。

これは、中国が実効支配地域における警戒を強化したのか、比の監視が強化されたのか、どちらの要因か

は不明であるが、中比両軍の緊張が高まっているのは事実である。 

スビ礁で定例パトロール中に比艦艇に対応した艦艇 532 はジャンカイ 2 級フリゲート「荊州」で東部

戦区海軍所属である。南シナ海の担当は南部戦区であるが、東シナ海担当の東部戦区から艦艇が派遣さ

れ、警戒監視強化を行っている可能性がある。 

 AIS では、中国海警東海海区直属支隊による海警船の南シナ海派遣も確認されている。 

 2025 年 8～10 月に海警 2901、2026 年 1～3 月に海警 1108、2026 年 2～3 月に海警 2305 が南シナ海

で活動している。２月以降、東海海区直属第 1 支隊・第 2 支隊から 1 隻づつ南シナ海に派遣されている

ことになり、軍・海警共に南シナ海での警戒監視を強化している。 
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６ 軍事交流 

（１）軍事交流 

  〇 ベトナム 

   ♢ 中越外交・国防・公安「3+3」戦略対話メカニズム 34 

3 月 16 日、中越外交・防衛・公安「3+3」戦略対話メカニズムの第 1 回閣僚級会議が 16 日、

ハノイで開催。王毅外相、王小洪公安相、董軍国防相と越の外相・国防相・公安相が共同議長を

務めた。「発展と安全保障の協調、社会主義路線の継続、共通の課題への共同取り組み」をテー

マに、両国は国際情勢の変化、政治的安定の維持、防衛・法執行協力の実施といった重要課題に

ついて深く意見交換を行い、幅広い合意に達した。 

    

♢ 中越第 10 回国境国防友好交流活動 

     3月 16～20 日、「3+3」に併せ、中越第 10 回国境国防友好交流活動を実施。 

16 日には越海軍艦艇 2 隻が中国の広西チワン族自治区防城港に寄港。20 日までの間、     

第 40 回トンキン湾共同パトロールと初めての海上共同訓練を実施した 35。 

17日には、両軍 80 数名からなる医療隊が中越それぞれの地区で診療活動を行った 36。 

18～19 日、董軍国防相とファン・ヴァン・ザン越国防相は、第 10回中越国境防衛友好交流活

動を共同議長として主宰し、会談を行った。董軍国防相は、戦略的意義のある中越運命共同体の

構築に貢献すべきと述べ、両国は関係強化を確認した 37。 

 

  〇 南アフリカ共和国海軍艦艇の寄港 38 

    3 月 15～20日、南アフリカ海軍フリゲート艦アマトラが上海の海軍基地を親善訪問した。これ

は、今年 1 月に実施された共同海上演習「和平意志-2026」に続く、中国と南アフリカ海軍の 2 度

目の会合。訪問中、艦艇の相互訪問や技術交流、親善サッカー試合等を実施した。 

 

〇 欧州対話メカニズム 39 

3 月 23～29 日、中国国防部は EU、NATO 本部、スイスに代表団を派遣し、それぞれ第 15 回

中国・EU 防衛部門安全保障政策対話、第 9 回中国・NATO 安全保障政策対話、第 15回中国・ス

イス国防部実務対話を開催し、国際および地域の安全保障情勢等の共通の関心事項について踏み

込んだ意見交換を行った。 

 

【コメント】 

  中越外交・国防・公安「3+3」戦略対話メカニズムの閣僚級初会合が実施され、中越両国の関係強化が

確認された。越は 2022 年から南沙諸島の実効支配礁において、大規模な埋め立て工事を継続している。

一方、中国もベトナムと領有権問題が存在する西沙諸島のアンテロープ礁で 2025 年 12 月から大規模な

埋め立て工事を開始した。 

南シナ海で中国が比に対して軍・海警による威嚇を強化する一方、越に対しては埋め立て工事の妨害等

は報道されていない。今次会合においても、外交・防衛レベルにおいて、南シナ海における双方の利害を

調整したと思われ、中国は ASEAN 内での比の孤立化を画策していくであろう。 



23 

 

【参考文献】 

１ 中国軍網 20260315 

http://www.81.cn/szb_223187/szbxq/index.html?paperName=jfjb&paperDate=2026-03-

15&paperNumber=01&articleid=974575 

２ 中国軍網 20260330 

http://www.81.cn/szb_223187/szbxq/index.html?paperName=jfjb&paperDate=2026-03-

30&paperNumber=02&articleid=975622 

３ 豪国防部 20260306 

https://www.defence.gov.au/news-events/releases/2026-03-06/statement-unsafe-unprofessional-

interaction-peoples-liberation-army-navy 

４ 国防部網 20260306 

http://www.mod.gov.cn/gfbw/qwfb/16446750.html 

５ 央視軍事 20260308 

https://news.qq.com/rain/a/20260308A06IDW00 

６中国軍網 20260322 

http://www.81.cn/szb_223187/szbxq/index.html?paperName=jfjb&paperDate=2026-03-

22&paperNumber=02&articleid=975014 

７ 海洋委員会海巡署 20260316 

https://www.cga.gov.tw/GipOpen/wSite/ct?xItem=167181&ctNode=650&mp=999 

８ 海洋委員会海巡署 20260317 

https://www.cga.gov.tw/GipOpen/wSite/ct?xItem=167227&ctNode=650&mp=999 

９ 海洋委員会海巡署 20260320 

https://www.cga.gov.tw/GipOpen/wSite/ct?xItem=167261&ctNode=650&mp=999 

10 海洋委員会海巡署 20260323 

https://www.cga.gov.tw/GipOpen/wSite/ct?xItem=167281&ctNode=650&mp=999 

11 中国海警局 20260323 

https://www.ccg.gov.cn/hjyw/202603/t20260323_3024.html 

12 海洋委員会海巡署 20260319 

https://www.cga.gov.tw/GipOpen/wSite/ct?xItem=167248&ctNode=650&mp=999 

13 中国海警局 20260317 

https://www.ccg.gov.cn/hjyw/202603/t20260317_3016.html 

14 八重山日報 20260330 

https://www.yaeyama-nippo.co.jp/archives/29223 

15 統合幕僚監部 20260330 

https://www.mod.go.jp/js/pdf/2026/p20260330_01.pdf 

16 国防部網 20260311 

http://www.mod.gov.cn/gfbw/qwfb/16447940.html 

 

http://www.mod.gov.cn/gfbw/qwfb/16446750.html
https://www.cga.gov.tw/GipOpen/wSite/ct?xItem=167181&ctNode=650&mp=999
https://www.cga.gov.tw/GipOpen/wSite/ct?xItem=167227&ctNode=650&mp=999
https://www.cga.gov.tw/GipOpen/wSite/ct?xItem=167261&ctNode=650&mp=999
https://www.cga.gov.tw/GipOpen/wSite/ct?xItem=167281&ctNode=650&mp=999
https://www.cga.gov.tw/GipOpen/wSite/ct?xItem=167248&ctNode=650&mp=999
https://www.mod.go.jp/js/pdf/2026/p20260330_01.pdf


24 

 

17 国防部網 20260318 

http://www.mod.gov.cn/gfbw/qwfb/16449605.html 

18 中国軍網 20260319 

https://rmt-static-publish.81.cn/file/20260319/bdddf9d34d32e643151dc04941852e0a.pdf 

19 中国軍網 20260324 

https://rmt-static-publish.81.cn/file/20260324/0b72f29b33e6fe9dc8c81c4772b2443a.pdf 

20 解放軍報 20260326 

https://rmt-static-publish.81.cn/file/20260326/2eefe9dacb468d74c8cbe69f1531b3a5.pdf 

21 解放軍報 20260326 

https://rmt-static-publish.81.cn/file/20260326/2eefe9dacb468d74c8cbe69f1531b3a5.pdf 

22 国防網 20260326 

http://www.mod.gov.cn/gfbw/sy/tt_214026/16451357.html 

23・24・25  解放軍報 20260330 

https://rmt-static-publish.81.cn/file/20260330/0d54c13dc66aaaaf3c65bed55efc2a0d.pdf 

26 南部戦区微信 20260318 

https://mp.weixin.qq.com/s/7sdKC2kaujSK8LgYW9MNOA 

27 中国海警局 20260325 

https://www.ccg.gov.cn/wqzf/202603/t20260325_3031.html 

28 南部戦区微信 20260329 

https://mp.weixin.qq.com/s/x745z1yR_oxfzuI7n0lc2Q 

29 中国海警局 20260329 

https://www.ccg.gov.cn/wqzf/202603/t20260329_3036.html 

30 中国軍網 20260321 

http://www.81.cn/yw_208727/16450193.html 

31  Philippine News Agency 20260320    

https://www.pna.gov.ph/articles/1271467 

32  国防網 20260326 

http://www.mod.gov.cn/gfbw/sy/tt_214026/16451357.html 

33  環球網 20260328 

https://mil.huanqiu.com/article/4QvUAkL6tyk 

34 中国軍網 20260317 

http://www.81.cn/yw_208727/16449256.html 

35 中国軍網 20260317 

http://www.81.cn/yw_208727/16449263.html 

36 中国軍網 20260318 

http://www.81.cn/szb_223187/szbxq/index.html?paperName=jfjb&paperDate=2026-03-

18&paperNumber=04&articleid=974758 

37 中国軍網 20260319 

https://rmt-static-publish.81.cn/file/20260319/bdddf9d34d32e643151dc04941852e0a.pdf
https://rmt-static-publish.81.cn/file/20260324/0b72f29b33e6fe9dc8c81c4772b2443a.pdf
http://www.mod.gov.cn/gfbw/sy/tt_214026/16451357.html
https://mp.weixin.qq.com/s/7sdKC2kaujSK8LgYW9MNOA
http://www.81.cn/yw_208727/16450193.html
https://www.pna.gov.ph/articles/1271467
http://www.81.cn/yw_208727/16449256.html
http://www.81.cn/yw_208727/16449263.html


25 

 

http://www.81.cn/yw_208727/16449907.html 

38 中国軍網 20260321 

http://www.81.cn/szb_223187/szbxq/index.html?paperName=jfjb&paperDate=2026-03-

21&paperNumber=04&articleid=974997 

39 国防部網 20260329 

http://www.mod.gov.cn/gfbw/qwfb/16451807.html 

 



takig
タイプライタ
中国軍事動向月報　２０２６年３月

２０２６年４月６日発行

公益財団法人国家基本問題研究所
〒102-0093
東京都千代田区平河町２－６－１
　　　　　　　　平河町ビル５階

takig
四角形

takig
タイプライタ
本書の無断転載、複写、複製を禁じます。


